
｢神はぼくのためにアメリカを

祝福してくれたのだろうか｣

-Woody Guthrie's Infulence on Bob Dylan-

三 浦 久

Woody'Schildrenと言われた多くのsinger-Songwriterの中で､TomPax-

tonとPhilOchsそれに BobDylanが傑出している｡PeteSeegerも À

generationofsongwritershavelearnedfrom him - BobDylan,Tom

Paxton,PhilOchsandlguessmanymoretocome.''1と述べている｡

60年代初期にグリニッチヴィレッジで頭角を現したこの三人は､当然のこと

ながら共通性も有しているが､そ.れぞれが独自のスタイルを作り上げた｡それ

は彼らに影響を与えたガスリーの持つ多面性によっている｡ガスリーは同時に

放浪者､吟遊詩人､作曲家､歌手､反逆者､労働運動活動家､政治評論家であ

り､体制側からは時には共産主義者であると見なされていた｡

TomPaxtonは特に放浪者としてのガスリー及びガスリーの放浪の歌から

多くの影響を受け R̀amblingBoy"や C̀an'tHelpButWonderWhere

rmBound''等の優れた旅の歌を数多く残した｡PhilOchsは､ガスリーの

反体制的な作品から多くの影響を受け "iAin'tMarchingAnymore''や

"TheWarlsOver"等の topicalsongを数多く書いた｡その意味で確か

に PaxtonもOchsもガスリーの子供ではあるが､その影響はかなり一面的

であり､嫡子であるとは言いがたい｡

ガスリーの持つ多くの要素を受け継いだのはディランであった｡ガスリーは

千曲以上の歌を書いたが､ディランの歌には､特に初期の作品には､ガスリー

の様々な影響を見ることができる｡歌の内容､歌い方､声､ギターの弾き方､
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演奏スタイル (例えばトーキングブルース)等､何から何までディランはガス

リーの模倣をした｡ディラン自身次のように述べることによってガスリーへの

熱狂的な傾倒を表した｡ …̀therewasatimewhenldidnothingbuthis

songs…Bythistimelwascompletelytakenover.Byhisspirit,orwhat-

ever.Youcouldlistentohissongsandactuallylearnhowtolive,or

howtofeel‥.IwaslikeaWoodyGuthriejukebox."2

1960年の12月にディランはミネアポリスを出発しシカゴ経由で翌年1月にニュー

ヨークに着いた｡すぐに彼は病気療養中のガスリーを訪ねるようになる｡ニュー

ジャージー州のグリーソン家で､ディランが初めてガスリーの前で歌った時､

ガスリーは "He'satalentedboy.Gonnagofar."3と言ったといわれてい

る｡また同じ頃 "PeteSeeger'saSingeroffolksongs,notafolksinger.

JackElliotisaslngerOffolksongs.ButBobbyDylanisafolksinger.

Oh,Christ,he'safolksingerallright.'日 とも言ったといわれているo

Seegerや JackElliot等の多くの有名な folksingerたちが集まる中､ミネ

ソタの田舎から着いたばかりの若干20歳の無名の若者に対してここまで言い切

ることのできたガスリーの眼識の鋭さに驚かされる.ニューヨークの"Gerdes'

FolkCity''でのデビューコンサートの時に着るように､SidGleasonがガス

リーの上着をディランに与えたと言われている｡正にディランはガスリーの衣

鉢を継いだのである｡5

ガスリーがディランに影響を与えたという事実については多くのディラン研

究者が言及している｡この小論は WoodyGuthrieが BobDylan与えた影

響がいかなるものであったかを考察しようとする試みである｡

1

BobDylanが1965年の NewportFolkFestivalでエレキギターを持って

登場した時､聴衆が一斉に罵声を浴びせ､ディランが涙を浮かべながらステー
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ジを下りたということは今や伝説である05枚日のアルバム BTiagingItAll

BachHomeからも彼はバックバンドを使ったが､彼のハーモニカとアコース

ティックギターだけのパフォーマンスを好んでいた昔からのフアンは､それを

ディランの裏切り行為であるとみなした｡この激しい反応に対してディランは

"Itdoesn'tbotherme...Ican'tkeeppaintingthesamepicture...Iknow

whatrmdoing.IplayedrockandrollwhenIwasthirteen."Sと述べる

ことによって､ロックは彼にとって新しいものではなく､むしろ原点への回帰

であるということを示唆した｡

Scadutoや Sheltonの伝記から分かることは､ディランは高校時代に見た

映画 BlachboardJungle(邦題 r暴力教室｣)とその映画の中で使われたBill

HaleyandHisCometsの "RockAroundTheClock"に衝撃を受け､自ら

もバンドをつくり演奏を始めたということである｡その映画を見た時､ディラ

ンは "Hey,that'sollrkindofmusic.That'swrittenforus."と叫んだ

と当時のクラスメートが証言しているし､7 ディランの最初のバンドtheGol-

denChordsでドラムを担当していた ChuckNara も Òfalltheguys

aroundwhowereplaying,Bobwastheonlyonewithaspecificgoal

inmind…Hetalkedabollthavingagrollp,andgolngSOmeWherewith

records."8とディランがロックンロールのスターになるという夢を口にして

いたことを回想している.また "GirlFrom･theNorthCountry"のモデル

であるといわれるディランの当時のガールフレンドEchoの母親は､ディラン

と友人 JohnBucklandについて次のように述べている｡"Theywerealways

plannlngaboutbeinginthelimelight,getalltheworld'sattention,

stufflikethat.EIvisPresley-theideawastobelikehim."9 当時ディ

ランの回りにいた人達のこれらのいくつかの証言からも､1959年6月にヒビン

グ高校を卒業した時に､ディランが yearbook に ToJoinLittleRichard

と記したという事実からも､10 この時期に彼がロックに傾倒していたというこ

とは明白である｡だからディランの folkpuristたちへの前述の反論はいわ
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れのないことではなかった｡

それではディランはガスリーの歌といつどこで出会ったのだろうか.ディラン

は高校を卒業すると､ミネアポリスにあるミネソタ大学の liberalartscollege

(教養学部)に進学した｡大学で学ぶためというよりも田舎町ヒビングから出

るための一つの方法であったようである｡11結局ディランは6カ月で大学へ行

かなくなる｡なぜなら ｢大学と養老院は同じだ｡養老院よりも大学での方が多

くの人が死ぬという違いはあるけれども｣(Collegesarelikeold-agehomes;

exceptforthefactthatmorepeopledieincollegethaninold-age

homes,there'snodifference.")12と感じていたからである.Scadutoによれ

ば､ディランは1959年9月にミネアポリスに着き､大学生活を始め､翌月の10

月のうちに､大学の近くのミネソタのグリニッチヴィレッジともいえるデイン

キ-タウンにあるその年の秋にオープンしたTenO'ClockScholarというコー

ヒーハウスに現れ D̀oyoumindifIplay?Iwanttobeafolksinger.''

とオーナーの DavidLeeに頼んだということである.13rock'n'rollのスター

になることを夢見ていたディランが､突然に僅か一､二カ月でfolksingerに

なりたいと思うようになった背景には何があったのだろうか｡BobSpitzはそれ

をアメリカにおけるロックミュージックの衰退と､保守的な50年代 (型にはまっ

た価値観をもった親たちやマッカーシイズム)に対する大学生や知識人たちの

抵抗としての folksongの復興に帰している｡14

ElvisPresleyは退役後､ハリウッド製の無意味な映画に出演するようにな

り､BuddyHollyは飛行機事故で死に､LitteRichardは牧師になるために

音楽から離れ､GeneVincentはイギリスに移り､当時のアメリカのロックは

危機を迎えていたOポピュラー音楽の主流は FrankieAvalon,BobbyDarin,

RickyNelsonそれに PaulAnka等の甘いマスクと声をフィーチャーした毒

にも薬にもならないティーンエージャーの女の子むけの音楽だった｡ディラン

がその種の音楽に満足できなかったと想像することは難しいことではない｡当

時ミネソタ大学のみならず､アメリカの各地の大学の周りにはコーヒーハウス
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が毎日のようにオープンしていたが､そこに集まる人たちはど-トニック､絵

措き､詩人､｢知識人｣､そしてそれらの風変わりな連中に共鳴した学生たちで

あった｡彼らはtheHouseUn-AmericanActivitiesCommittee(下院非米

活動委員会)から喚問され共産主義の支援者であるとブラックリストに載せら

れていた WeaversとPeteSeegerに､そして彼らのレパートリーの中の多

くの歌を書いていた WoodyGuthrieに深い関心を抱いていた｡

このような雰囲気の中で､ディランは極めて短時間のうちに folksinger

に変身する｡1959年12月､クリスマス休暇でヒビングに戻った時､彼は旧友の

JohnBucklenに Ⅰ̀'m afolksingernow.Electricguitarsarenotin

anymore.''と話し､新しいアコースティックギターとハーモニカホールダー

を見せたということである｡そしてその休暇から戻ってから､僅かではあるが

初めてギャラ･をもらって ｢プロ｣の folksingerとして TenO'ClockScholar

のステージに立ったのである.15

この時点においては､ディランの folksingerへの変身は､Spitzが考える

ほど確信に満ちたものではなかったように思われる｡1965年にニューヨークで

｢フォークミュージックに興味を持ったのは､七にかく世に出たかったからだ｣

(IbecameinterestedinfolkmusicbecauseIhadtomakeitsomehow.)16

と語っているが､本心ではなかったろうか｡Dinkytownでは rock'n'rollは

時代遅れであり､musicianとして認められるためには好むと好まざるにかか

わらず､folksingerになる必要があったのである｡

その頃､その後のディランの方向を決定づける大きな出来事がおこる｡それ

は WoodyGuthrieの書いたBoundForGloTT という本との出会いである｡

時代の雰囲気に合わせるかのように folksingerの道を歩み始めたディランは､

この一冊の本と出会うことによって､自らの進むべき道を確信するのである.

ディランはガスリーの歌をこの本を読む以前にも聞いたり歌ったりしていただ

ろうが､この本を読んだ後は､彼自身が述べているように ｢ウデイ･ガスリー

ジュークボックス｣になり四六時中ガスリーに没頭するようになるのである｡
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BoundForGloTy を初めて読んだ時のことをディランは次のように回想す

る｡〟...Andlreadhisbook.IreadBoundForGloTTWhichafolkmusic

professorattheUniversityofMinnesotaloanedtometoread-because

itwasnotthekindofbookthattheysoldinabookstore.Ithought

BoundFoT･GloryWasthefirstOntheRoad,andofcourseitchanged

mylifelikeitchangedeveryoneelse'S.''17この本を読む前にすでにディラ

ンはガスリーの歌を歌うようになっていたが､人生が変わってしまうような衝

撃を受けたのはBoundForGZoTT を読んでからだということがわかる.

Scadutoによれば､ディランにこの本を読むように勧めたのは､David

WhitakerというDinkytownに住むボヘミアンである｡彼らは図書館やいく

つもの書店でその本を探したが見つからず､数日後､ミネソタ大学の教員 (a

Universityfacultymember)である Ha汀yWeberが一冊持っていること

をつきとめ､Whitakerがディランのために借りに行ったのである｡ディラン

がその本を読んだ時の反応を､近くにいた HughBrownは次のように述べて

いる｡"Hewasjustamazedbyit.HefellinlovewithWoodyGuthrie

rightaway.''そしてディランはその本をその後何週間も持ち歩き､会う人毎

にその本の一節を読んで聞かせたのである｡さらに彼はガスリーが r怒りの葡

萄Jを基にして書いた T̀omJoad"という長い歌のレコードに来る日も来る

日も耳を傾けたのである｡18それまではディランの folkmusicへの転向は便

宜的なものであったかもしれないが､ここにおいて自らの進むべき方向を確信

したのである｡

Sheltonは NoDirectionHomeの中で､ディランにとって Boundfor

GloTT の発見はまるで聖書を発見したかのような体験であると述べ､さらに

当時のディランの友人 HarveyAbramsの言葉を引用し､彼の熱狂ぶりを伝

えている｡ T̀hebookcameasarealshock.Forthenexttwoyearshe
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patternedhislifeafterwhathehadread.Bobstarteddoingeverything

thewayGuthriedid.Formanymonthsthereafter,everythingBobsang

sollndedlikeGllthrie.HebecameverygoodatsingingjustlikeWoody.''19

Sheltonは､ここではその本の所有者については､ B̀obbo汀OWedWeber's

copy."と簡潔に述べているに過ぎないが､他のところで､Ha汀yWeber

は "aPh.D.candidateinLatinliteratureandaballadscholar"である

と説明している020

BobSpitzはディランは àwhacked-outcollegeprofessor''から "anold

editionofBoundforGloTy'を借りたが､それを読んで彼は WoodyGuthrie

の中に神を兄いだした､と述べている｡21

HarryWeberについては､4人が異なる肩書を与えている (Dylan- a

folkmusicprofessor;Scaduto-aUniversityfacultymember;Shelton

-aPh.D.CandidateinLatinliteratureandaballadscholar;Spitz-

awhacked-outcollegeprofessor)が､これらを総合して考えてみると､彼は

当時ミネソタ大学の博士課程の大学院生で､中南米文学か､ballad等の folk

musicについての講義を受け持っていたか､あるいは teachingassistantと

して学生を教え､facultyの一員であると考えられていたかである｡しかし重

要なことは彼が何をしていたかではなく､図書館にも書店にもなかった1943年

に出版されたこの本を持っていたということである｡この時にこの場所で

BoundforGloTyに出会っていなかったならば恐らくディランは異なる道を

歩んでいたことだろう｡

BoundforGloTyは､1942年､ガスリーが30歳の時に書いた自叙伝である.

ディランはこの本のどこに魅了されたのだろうか｡まず第-に言えることは､

ディランはこの本の中に描かれている､アメリカ中を放浪しながら､抑圧され

ている人たちのために歌を歌って歩いたガスリーに自らを投影したということ

である｡

BoundforGloTツ は､ガスリーがギターを背負いながら貨物列車で､しか
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も屋根のついていない車両 (flatwheeler)に乗って様々な皮膚の色をした人

たちと旅をしているシーンから始まる｡冒頭から数ページ日のところでディ

ランが生まれた町 Duluthの名前が登場するO À red-eyedvinodrunkard

tookamanbythefeetandplllledhim alongthedecktothedoor.

M̀ybuddy.Ain'tsaidawordsinceIloaded'im inlastnightin

Duluth...'"22またその事の最後の部分でも,ミネソタ大学のある theTwin

Citiesのひとつ､St.Paulの名前が挙げられる｡"CanIremember?Re一

memberbacktowhereIwasthismorning?St.Palll.Yes.Themornlng

before?Bismarck,NorthDakota…"23BozLndforGloTT を読んだ時､ディ

ランは "Andyaknowwhat,hey?Thatfreightwasrollingrightthrough

Minnesotaatthattime.Woodywascomin'rightthrough here.Wild!"24

と友だちに興奮して語ったということであるが､身近な町の名前が出てくるこ

とによって､自らをガスリーと同一視することはより容易になったに違いない.

2章からは子供時代を過ごしたオクラホマ州 Okemahでの様々な､大部分

は不幸なエピソードが語られる｡13章からは､15歳になったガスリーの砂嵐か

らのカリフォルニアへの逃避行と､そこでの r怒りの葡萄｣の TomJoadさ

ながらの生活が措かれ､最後の19章は､再び冒頭の貨物列車のシーンで終わっ

ているOこれらのエピソードがディランに与えた影響は､LYRICS1962I

1985の前半に収められているディランの歌以外の文章 (請)に顕著である｡

M̀yLifeinaStolenMoment"は､詩の形で自らの半生を語ったディラ

ンの "BoundforGlory"である｡その中で彼は自らを ｢放浪者｣に仕立て

上げるために多くの言葉を使っている｡ …̀ Ⅰranawayfromit(Ribbing)

whenIwas10,12,13,15,151/2,17,an'18/ Ibeencaughtan'brought

backallblltOnce.‥/ …Ⅰ'sdriftin'an'learnin'newlessons/ Iwas

makingmyowndepression/ Irodefreighttrainsforkicks/ An'got

beatllpforlaughs/ Cutgrassforquarters…'' 1̀1OutlinedEpitaphs"

でも ｢放浪者｣であることが強調される.〝…butIwasyoung/ an'sdI
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ran/an'keptmnnin'… / Iamstillrunnin'Iguess/ butmyroad

hasseenmanychanges/ forryeservedmytimeasarefugee/ in

mentaltermsan'inphysicalterms/ …"その真偽はさておき､ディラ

ンは放浪者としてのガスリーに自らを投影したのである.

さらに重要なことは､ディランはBoundforGloTTにおけるガスリーの考

え方､ものの見方から多くを学んだということである｡通読してわかることは

ガスリーは常に弱いもの､抑圧されているものの側に自らを置いているという

ことである｡そして必要とあらば権力や体制に対して抵抗することを厭わない｡

その一つの例が16章に描かれている｡

1941年の12月､パールハーバーを日本軍が寄襲攻撃した数日後の雨の夜､ガ

スリーが友人のフォークシンガー､CiscoHoustonとロサンゼルスの Skid

Row (どや街)の酒場で歌っていると､外でガラス窓が割れる音が聞こえて

きた｡暴徒が日本人の家族が経営している隣の店を襲ったのである｡二人が外

に飛び出すと､暴徒は口々に､"Japrats!""Spies!Theytippedoffth'

GoddamJaparmy!"■Git'em!Killthem!"等と叫んでいる｡この日本人

の経営者をよく知っていた Ciscoは暴徒の前に立ちはだかり､｢俺はこの縁石

のところに立って､お前たちを中には入れない｡絶対動かない｣("Me,Ⅰ'm

goingtostandrighthere,righthereonthiscurb.Ijustain'tmoving.")

と叫ぶ｡何人かの人たちもCiscoに味方し､暴徒が日本人の店に入れないよ

うに彼の横に並ぶ｡その時ガスリーは､ギターを取って歌いだす｡

Wewillfighttogether

Weshallnotbemoved

Wewillfighttogether

Weshallnotbemoved

Justlikeatree

That'splantedbythewater

みんな一緒に戦おう

絶対ここを動かない

みんな一緒に戦おう

絶対ここを動かない

川のほとりに立ってる

一本の木のように
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We

Shallnot

Bemoved.

Ciscoもギターをつかみ､｢みんなも歌おう｣(̀̀Everybodysing!'')と叫んだ.

ガスリーも ｢さあ､みんな一緒に!できるだけ大声で歌おう｣("Alltogether!

Sing!Giveitallyagot!")と叫ぶ｡彼らは暴徒の前で一緒に歌いだした｡

"Justlike/ Atreeeee/Standingby/ Thewaterrr/ We/ Shall

not/ Be/ Moooooved!"巌ぎを聞きつけ外に出て来た人たちがさらに歌

鳴り響く教会の鐘の音のように｣響きわたった｡暴徒は悪態をつきながら中に

押し入ろうとするが､歌声に庄倒されて入れない｡そのうちに三々五々こそこ

そとどこかへ消えてしまった｡最後に残っていた四､五人の ｢ゴリラのように｣

棒猛そうな連中も遠くのほうでパトカーのサイレンが聞こえると､蜘妹の子を

散らすようにどこかへ消えてしまった｡

BoundforGloTyの中のこのようなエピソードやガスリーの歌から､ディ

ランは彼が今まで歌っていたロックンロールの歌詞とは違う世界を学んだに違

いない｡ディランの初期の作品には､弱者や抑圧されている者たちの立場に自

らを置いて書かれた歌が極めて多いのである｡

3

ガスリーと共に歌いながら旅をし､多くを学んだ PeteSeegerは､｢ウデイ

から教わったことのなかでも､最も貴重なものは､彼の正邪､善悪の意識､はっ

きりとものを言う率直さ､それに､世の中の一生懸命に働いている人たちと自

分とを同一視する強力な意識だった｣25と述べているが､見事にガスリーの作

品の本質をとらえている｡そしてディランの初期の作品､少なくとも3枚目の
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アルバム TL'mes,TheyATleA-ChangL'ngまでの多くの作品の根底にも､｢正

邪､善悪の意識､はっきりとものを言う率直さ､それに､世の中の一生懸命に

働いている人たちと自分とを同一視する強力な意識｣が横たわっていると言う

ことができる｡

ガスリーが書いたほとんどすべての歌の中に､彼のそのような意識を見るこ

とができる｡例えば､"Deportee"は安い貸金で働かされたメキシコ人の不法

労働者たちが乗っていた飛行機が､メキシコのロスガトスで墜落したという新

聞の記事を読んで書いたものである｡新開は死んだメキシコ人労働者の名前を

掲載せず､ただdeportees(追放者)と書いただけであった｡その 3rdverse

は次のようである-

Someofusareillegalandsomearenotwanted

Ourworkcontract'Soutandwehavetomoveon

SixhundredmilestotheMexicanborder

Theychaseuslikeoutlaws,likerustlers,likethieves

俺たちには密入国者もいれば､白い日で見られている者もいる

仕事の契約が切れ､出て行かなければならない

メキシコ国境まで600マイル

まるで無法者や牛泥棒や窃盗犯のように追われて

そしてこの後にchorusがつづく｡ G̀ood-byetomyJuan,good-byeRosa-

1ita/ Adios,misamigoJesus,Maria/ Youwon'thaveanamewhen

youridethebigairplane/ Andalltheywillcallyouwillbe/ de-

portee"(さよならフワン､さよならロザリーク / さよなら､ぼくの友だち､

ヘイサスにマリア / 飛行機に乗っても君たちは名前で呼んでもらえない /

ただ追放者と呼ばれるだけ)26
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これは弱者の側に立って考えるガスリーのスタンスがよくわかる歌であるが､

通常はアメリカ讃歌であると考えられている彼の代表作の一つである "This

LandlsYourLand"も､originalmanuscriptでは､アメリカ批判の歌に

なっている｡Tim Rileyは､彼の著書 HaTdRainの中で T̀hisLandls
I

YourLand"は､空々しいほどにアメリカを賞賛している IrvingBerlinの

G̀odBlessAmerica"に対抗して書かれたと述べている｡2'

EdwardRobiの WoodyGuthTieAndMe-AnIntiTnateReminisceTWe

(邦題 rわが心のウデイ･ガスリーJ)の中に､この歌の originalmanuscript

のコビ-が掲載されている｡28それによると､choruSおよび verseの最後の

一行は "Thislandwasmadeforyouandme"ではなく G̀odblessed

Americaforme"になっている｡つまりchorusの部分はつぎのようである-

Thislandisyourland,thislandismyland

FromCaliforniatotheNewYorkisland

FiomtheRedwoodForesttotheGulfstreamwaters

GodblessedAmericaforme

この国はあなたの国､この国はぼくの国

カルフォルニアからニューヨークまで

レッドウッドの森からメキシコ湾流まで

神はぼくのためにアメリカを祝福してくれた

これだけでは Berlinの歌に対抗しているようには見えないが､最後の verse

にオチが潜んでいる-

Onebrightsunnymornlng,intheshadowofthesteeple

BytheReliefeOfficeIsawmypeople
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Astheystoodhllngry,Istoodtherewonderingif

GodblessedAmericaforme

ある晴れた朝､尖塔の影の中

貧民救済事務所の近くで､ぼくは見たんだ

お腹を空かせている人たちを､そしてぼくは思った

神はぼくのためにアメリカを祝福してくれたのだろうかと

この歌は､最後の行が T̀hislandwasmadeforyouandme"(この国

はあなたとぼくのためにつくられた)に変えられ､体制批判的な歌詞を全部省

いて､アメリカの美しさ､広大さが歌われている部分の 3versesだけで50年

代､Weaversがヒットさせ､その後多くのグループが取 り上げたために､ア

メリカ讃歌であると考えられているが､ガスリーの真意ではない｡この歌の彼

の真意は Weaversが歌わなかった次の verseにある-

Nobodylivingcaneverstopme

AsIgowalkingthatfreedomhighway

Nobodylivingcanmakemeturnback

Thislandwasmadeforyouandme29

誰もぼくを止めることはできない

ぼくがこの自由の道を歩いていく時

誰もぼくを引き返させることはできない

この国はあなたとぼくのためにつくられたのだから

ガスリーは､大恐慌と砂嵐､そして労働組合運動の黍明期である30年代から50

年代にかけて､ディランは公民権運動､冷戦､ベトナム戦争の60年代に､多く
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の歌を書いた｡当然彼らが歌った内容､対象は異なっている｡しかし､二人の

歌の根底にある精神は同じである｡それは ｢正邪､善悪の意識､はっきりもの

を言う率直さ､それに､世の中の一生懸命に働いている人たちと自分を同一視

する強力な意識｣である｡

4

ディランのデビューアルバム BobDylanには13曲収められているが､わ

ずか2曲だけがディランの作品である｡残りの11曲はトラディショナルと何人

かのブルーズマンの作品であり､ガスリーの作品は取り上げられていない.し

かしディランが書いた2曲は共にガスリーの影響が濃厚である｡

"TalkingNewYork"はガスリーが好んで使ったトーキングブルース (例

えば TalkingDustBowlBlues")のスタイルを踏襲して書かれた歌で､ア

ルバムの二番目に入れられている｡ディランがミネソタから冬のニューヨーク

へ出て来て､歌の仕事を得ようとして苦労する話である｡ほうほう歩き回り､

ようやく仕事が見つかる｡

Well,Igotaharmonicajob,beguntoplay

Blowin'mylungsoutforadollaraday

ハーモニカを吹く仕事が見つかり､働き始めた

肺が飛び出るくらい吹いて､わずか一日一ドル

この部分が､ガスリーの有名な歌の一つ "HardTravelin"'に "Cuttin'that

wheatstackin'thathay/ Andrm tryin'tomakeaboutadollara

day''(小麦を刈り､干し草つんで / それでようやく一日一ドル)30から来て

いることは一目瞭然であろう｡
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さらにこの歌の最後の方で､ガスリーに言及するところがある｡

Now,averygreatmanoncesaid

ThatsomepeoplerobyollWithafountainpen

ltdidn'ttaketoolongtofindout

Justwhathewastalkin'abolユー

とても偉大な人が言ったことがある

万年筆で盗みを働く奴がいるってね

長くはかからなかったよ

彼の言ってることがわかるまで

｢とても偉大な人｣とはガスリーのことである｡彼の "PrettyBoyFloyd"の

中に S̀omewillrobyouwithasixgun/ Andsomewithafountain

pen"(六連発の拳銃で盗みを働く奴もいれば / 万年筆で盗む奴もいる)31 と

いうところがある｡

アルバムに入れられているディランの書いたもう一つは "SongtoWoody"

で､ガスリーに対する思いが切々と歌われている｡その 3rdverseを次に引

用してみよう｡

Hey,WoodyGuthrie,butlknowthatyouknow

Allthethingsthatrm a-sayin'an'a一manytimesmore

I'ma-slnglnyouthesong,butIcan'tsingenollgh
■I

'Causethere'Snotmanymenthatdonethethingsthatyou'vedone

ねえ､ガスリーさん､ぼくにはわかっています

ぼくが言ってる何倍ものことをあなたが知ってるってことを
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あなたのために歌ってるんですが､思いの半分も歌えません

あなたがしたようなことをした人はそれほど多くはないんですから

ディランのガスリーへの熱い思いがよく伝わってくる｡最後の verseには､

ガスリーの歌からの一節が織り込まれている｡

Ⅰ'ma-1eavin'tomorrow,butIcouldleavetoday

Somewheredowntheroadsomeday

Theverylastthingthatrdwanttodo

lstosayI'vebeenhittin'somehardtravelin'too

明日旅に出ます､今日出ることだってできます

いつの日かどこかの道を歩いている時

絶対にしたくないことは

ぼくもあなたのように辛い旅をしてきたと言うことです

前述の "HardTravelin‖'の最後の verseの最後の一行､"Ⅰ'vebeenhittin'

somehardtravelin',lord"(主よ､私は辛い旅をしてきました)が使われて

いることは言うまでもない｡引用したこの二つの verseから感 じられること

は､ガスリーに対するディランの控えめで謙虚な姿勢である｡ガスリーに憧れ､

ガスリーを模倣し､｢ガスリーのジュークボックスだった｣ と自認していたに

もかかわらず､ディランは､自らをガスリーと､そして彼と共に旅をした ｢シ

スコやソニーやレッドベリー｣と同列に置くほど不遜ではないと言っているか

のようだ｡

"SongtoWoody"に関してもうーっ付け加えておくべきことは､Shelton

も指摘しているように､ガスリーの 1̀913Massacre"のメロディが使われて

いるということであるO32
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5

PeteSeegerは､｢ウデイの歌はとてもシンプルだった｡… 複雑な歌を書 く

のは誰にでもできるが､シンプリシティを達成できるのは天才だけだ｣33と言っ

ているが､ディランの歌は､特に4枚目のアルバム AnotheT･SideofBob

Dylan以後はシンプリシティからはほど遠いものになって行 く｡そのように

なる過程には様々な要因が含まれている｡Ginsberg等の詩人の影響もあるし､

ケネディ-大統領の暗殺されたことによって､白黒のはっきりした､名指しで

相手を糾弾するような歌が書きづらくなったということもある｡さらに､ディ

ラン自身､ガスリーの影から離れたいと思っていたようでもある｡

ロックに転向したということで糾弾された時､ディランは次のように語って

いる｡｢ぼくはフォークミュージックが何であるかわかっている｡だからぼく

は自分のことをフォークシンガーとは呼ばないんだ｡… みんな､普通の人た

ちが理解できるようにフォークはシンプルであるべきだと言うO誰かを普通の

人なんて呼ぶのは無礼だとは思わないかい｡… 彼らは30年代の歌や労働組合

の歌が聞きたいんだ｣34明らかに､この発言は PeteSeegerの前述の発言やガ

スリーの歌を意識している｡

この頃からディランはこの小論の冒頭でも触れたようにロックの世界に回帰

し､優れたアルバムを立て続けにリリースする｡しかし､その言葉､内容は､

彼が高校生の時に演奏していたロックンロールとはかけ離れている｡もとの世

界へただ戻ったわけではないのである｡人はそれをフォークロックと呼んだ｡

ガスリーの影響によって自らの進むべき方向を確信したディランは数多くの優

れたフォークソングを書いた｡しかし､次の段階へ到達するためには､それを

否定することが必要だったのである｡

映画 FieldofDreaTnSに見られるように､最近のアメリカの大衆文化の中

には ｢父との和解｣35のテーマがいたるところに見られるが､ディランとガス

リー､あるいはディランとフォークミュージックの関係についても同じことが
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言えるように思われる｡1992年10月に､ ニューヨークの MadisonSquare

Gardenで行われたディランのデビュー30周年を記念するコンサートで､ディ

ランは本当に久振りに "SongtoWoody"をアコースティックギター一本で

歌ったのである.そして彼の最も新しい二枚のアルバム GoodasIBeenlo

You36と WorldGoneWrongwはいずれもアコースティックギター一本でト

ラディショナルなフォークソングを歌っている｡

レイ･キンセラが ｢夢の球場｣を作ることによって一度は否定した ｢父｣と

再び出会ったように､ディランもまた､30年の年月をこえて､｢神｣のように

崇め､そして否定したフォークの ｢父｣と再会したのではないだろうか｡

注
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